
会 議 記 録 
会議名称 第９回忠類地域住民会議 

開催日時 平成 29年９月 12日（火）13:30～15:36 

開催場所 忠類総合支所 ２階小会議室 

出 席 者 委員長、委員 14名中出席者９名、事務局５名 

次  第 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

(1) 報告 

ア 忠類歯科診療所の指定管理について 

イ 全国瞬時警報システム（Ｊアラート）について 

(2) 議案第１号 第６期の提言に係る教育関連等について 

・学習支援、スポーツ支援 

・その他取り上げたい内容について 

４ 閉会 

会議概要 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

 (1) 報告 

ア 忠類歯科診療所の指定管理について（金田一保健福祉課長） 

指定管理者の候補として、医療法人社団航慎会を選定した。今後、議会

の議決を経てから運営の詳細について協議する。 

（質疑応答） 

Ｑ１ 歯科医師の居住は。 

Ａ１ 忠類地域に居住すると聞いているが、住宅については今後協議す

る。 

Ｑ２ 法人の所在地は。 

Ａ２ 広尾町と札幌市で歯科医院を運営しており、本部は広尾町。 

Ｑ３ 現在の歯科技工士等の雇用は。 

Ａ３ 新たな法人側で雇用するとの意向が示されている。 

 

イ 全国瞬時警報システム（Ｊアラート）について（小野地域振興課長） 

Ｊアラートは本庁舎に設置しており、忠類の防災行政無線はこれと連動

していないことから自動起動できない。今後、Ｊアラートが発令された場

合は、支所職員または消防署員が手動操作でお知らせすることとする。 

（質疑応答） 

Ｑ１ 幕別、札内、忠類を回線で繋ぐことは出来ないか。 

Ａ１ 整備には高額な費用がかかるため、現在出来る手法を取りながら

検討を進めたい。 

Ｑ２ Ｊアラートが発令された場合の避難はどうしたら良いのか。 

Ａ２ 強固な建物に避難する時間がないときは、窓から離れて頭を覆い



身を守る方法となる。 

Ｑ３ 町の防災計画上はどう対応するのか 

Ａ３ ミサイルの関係は国民保護法のもとに動いている。防災計画は災

害対策基本法になるため連動していない部分も出てきている。泊村

の原子力発電所の関係も含めて、今後、防災計画に盛り込むかどう

かを検討しなければならない。 

 

→ その後、とかち広域消防との協議により、Ｊアラートの緊急情報とし

て消防用サイレンを鳴らすこととなった。 

 

 (2) 議案 

第６期の提言に係る教育関連等について 

今回は集約はせず、個別に意見を出し合って終了した。 

【学習支援】 

・地域内で学習できる場があれば良い。定期的に講師を招くのはどうか。 

・勉強も大事だが、生活の術を教えるのも大事。この地域特有で何か教え

られると良い。 

・塾の送迎等の負担軽減が必要。家庭における教育の在り方を地域でフォ

ローできれば良い。 

・公営塾を開いている町村もあり税金をつぎ込んでいるが、そこまでの支

援はいかがなものか。 

・勉強が苦手な子など様々いる。その子に合わせて個性を伸ばした方が良

い。 

・小中一貫教育は必要か。中１ギャップの経験も必要では。忠類に適した

授業方法を考えてほしい。 

【スポーツ支援】 

・指導者不足は問題。才能ある子でも経済的問題で辞めることも多く、行

政の支援があると良い。 

・指導も大事だが、やる気を起こさせるのが良い指導者。 

・様々なスポーツで基礎体力を付けて指導できる人がいれば、子どもが育

っていく。 

・スポーツをする子だけではないので支援は平等に。出来上がった選手の

支援ではなく、小、中学生の底辺をまず持ち上げる制度の方が良い。 

・個々の努力でオリンピック選手になった人たちを幕別町の知名度アップ

のために町が利用している。本人に負担をかけるべきではない。 

・同じ世代に５人もオリンピック選手を輩出できたことは本当に幸運。底

辺拡大のためにオリンピック選手に力を借りることもありだと思う。 

【その他取り上げたい課題等】 

・人口を増やすための雇用問題。 

４ 閉会 

 


